
ICTツールを活⽤した、COVID-19の影響に
よる図書館の動向調査の取り組み

2020年6⽉28⽇
saveMLAK covid19-libdata チーム

常川真央

※本スライドは、Code4Lib JAPAN 2020 Coferenceの発表内容を⼀部編集してお送り

します。 1



これまでの調査

調査名 プレスリリース発⾏⽇ 調査件数 調査者数 休館率

第2弾調査 2020年4⽉17⽇（⾦） 1549 39 57%

第3弾調査 2020年4⽉24⽇（⾦） 1626 31 88%

第4弾調査 2020年5⽉7⽇（⽊） 1692 38 92%

第5弾調査 2020年5⽉16⽇（⼟） 1696 38 69%

第6弾調査 2020年5⽉23⽇（⼟） 1708 31 47%

第7弾調査 2020年6⽉7⽇（⼟） 1715 28 7%

第8弾調査 2020年6⽉22⽇（⽉） 1718 26 1.6%

2ヶ⽉弱の間に
231名（のべ）の有志が、11704件(のべ合計）の公共図書館を調査
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調査者の現在地

※調査者による任意回答
3



プレスリリースにおける休館率の推移(4/15〜6/21)
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調査の成果: 全国の図書館休館率の推移
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調査の成果: 全国の図書館休館率の推移
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調査の成果: 全国の図書館休館率の推移
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調査の成果: 全国の図書館休館率の推移
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都道府県別の休業要請の状況と休館率
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都道府県別の⼊館記録率
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https://savemlak.jp/wiki/saveMLAK:%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9/20200622

https://savemlak.jp/wiki/saveMLAK:%25E3%2583%2597%25E3%2583%25AC%25E3%2582%25B9/20200622


サービス再開の取り組み事例の紹介
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いかにして調査したか？
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調査活動を⽀えた様々なツール

Google Drive™ 
online storage service

©2018 Google LLC All rights reserved. Google and the Google logo are registered trademarks of Google LLC.

Google Docs™ 
web-based word-processing program

Slack Logo: Copyright 2019 Slack Technologies, Inc.

Slack is a trademark and service mark of Slack Technologies, Inc., registered in the U.S. and in other countries.
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Google Spreadsheetによる協働作業
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Google Spreadsheetによる協働作業
都道府県別シート
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Google Spreadsheetによる協働作業 / 凡例

図書館のウェブサイトを⽬視し、開館状況、休館期間、継続するサービス、
利⽤制限などを凡例に基づいて記⼊ 16



ウェブアーカイブツールによる
図書館ウェブページのスナップショット

• その時点のウェブページを保存し
てくれるサービス
• Internet Archive 

WayBackMachine

• Archive.today

• 後から時系列のウェブページの
変化を確認できる

• 豊橋市⽴図書館の例
• 5/7時点
• 5/15時点

• 調査の根拠として重要
17

https://web.archive.org/web/20200505074102/http:/www.library.toyohashi.aichi.jp/index.php%3Fkey=jo7y5awl3-379
http://www.library.toyohashi.aichi.jp/index.php%3Fkey=jo7y5awl3-379


オンラインチャット&ビデオツールによる
コミュニケーション

オンラインチャットツール Slackと
ビデオ会議サービス Zoom を使い
調査参加者間で相談しながら調査
を実施
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Wikiを⽤いた調査結果の公開

• 調査者同⼠のミーティングで原稿を作成(Google Docsなどを使⽤)

• saveMLAKが運⽤するWikiに調査結果を投稿

• 調査データやグラフをアップロード＆CC-0で公開 19



COVID19-surveyから
得られた知⾒
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基礎データの重要性

•今回の調査はカーリル様と有志による全国の
公共図書館リストがあってはじめて成⽴

•調査の過程で⼤学図書館や専⾨図書館の調査へ
の発展も話し合われていた

•しかし、館種によってはリストを作るのが困難
なものもある（専⾨図書館など）

•基礎データの作成の取り組みは、災害調査の
観点からも極めて重要
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テーブル志向とドキュメント志向

ドキュメント志向
• これまでのsaveMLAKの⽅式

• 図書館などの施設のページに各⾃
で情報を書き込む

• メリット：書き込める情報が柔軟
である

• デメリット：⼤量かつ同時に更新
するのは難しい

テーブル志向
• 図書館のリストをもとに⼀⻫調査
し、構造が定まった「テーブル」
に⼊⼒していく

• 災害時のスナップショットをとる
という意味ではテーブル志向が向
いている

• メリット：⼀⻫に分担調査するこ
とに向いている & 集計が容易

• デメリット：形式が決まっている
ので情報が削ぎ落とされてしまう
おそれ

相互補完した災害情報の調査・更新⽅法を確⽴していくことが望ましい22



アーカイブの重要性

• ⽬視による調査では、証拠を残しておくことが重要
• 後から調査結果を確認できる
• より詳細な情報を得たいときに、後から⼀次情報を確認する
ことができる

• 研究を⾏うときのエビデンスとしても使⽤できる

• しかし、アーカイブできない図書館サイトもあった
• 海外からのIPを弾くのでアーカイブできない
• お知らせのパーマリンクがない
• 図書館サイトにお知らせがなにもない（⾏政のお知らせで
はじめて判明するなど）

• 危機管理の⼀環としてアーカイブ可能な図書館のウェブサイ
ト整備が望ましい
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今後の展望
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saveMLAK Wikiへの調査結果の反映

• 本来、Wikiの施設ページなどにもCOVID-19による休館情
報を載せるほうが望ましい

• しかし、現状は調査結果をWikiに反映できていない

• 今回の調査結果に含まれる地⽅⾃治体の対策をsaveMLAK
Wikiに展開していきたい

• 現在：まずは⾃治体の基礎情報ページの⾃動作成に取り
組んでいる
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Wikidataへの休館情報の登録

• Wikipediaのデータ特化型サービスであるWikidataでも、
世界のCOVID-19関連データをまとめている

• COVID-19の休校情報などもある

• saveMLAKが作成した調査結果のデータをWikidataに還
元すれば、新しい発⾒が得られる⼿がかりになるかも
しれない

• saveMLAK Wikiへの反映の次のステップとして何ができ
るか検討中
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https://www.wikidata.org/wiki/Q81068910
https://www.wikidata.org/wiki/Q93623531


今回の調査⽅式をツールキットとしてまとめる

• Googleスプレッドシート等を活⽤した今回の調査⽅式はCOVID-19に限
らず、広範囲の災害被害状況を⼀⻫調査するのに向いている

• 今回の調査⼿法をツールキットとしてまとめ、他の⼈が応⽤できるよ
うに配布してはどうか？
• 図書館のリスト
• 作業シートの分割・統合スクリプト
• Webアーカイブツールの活⽤ガイド
• Wikiの編集⽅法
• etc……

• 公開中のスクリプトをより⼀般化したい
• https://github.com/tsunekawa/covid-19-libdata-gas
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おまけ

28



Slackに投稿されたメッセージ件数の推移(累積)

灰⾊：図書館休館調査の期間期間(2020年4⽉12⽇〜6⽉20⽇)

メッセージ件数にはチャンネル⼊室通知やトピック設定も含む

作成/常川真央

メッセージ件数

投稿⽇

29



Google Apps Scriptによる作業シートの⾃動整備

• GoogleスプレッドシートはJavaScript
でシートの作成や値の挿⼊などが
⾃動制御できる

• 都道府県別の分割シートを作成

• 調査終了後、分割シートを統合し
て調査結果をまとめる

• 同時に調査状況を可視化するシー
トも作成

• 30名以上の並⾏調査が混乱なくで
きるように

• スクリプトはGitHubで公開中
• https://github.com/tsunekawa/covid-19-

libdata-gas

調査シート

都道府県別のシート

分
割

統
合
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